
樂樂美美術術館館事事業業計計画画要要旨旨

22002200 年年度度 22002200年年44月月11日日（（水水））〜〜22002211年年33月月3311日日（（水水））期間

令令和和２２年年度度事事業業計計画画概概要要

ⅠⅠ				作作品品・・資資料料のの公公開開活活用用、、保保存存・・修修復復、、作作品品資資料料のの収収集集事事業業

　　　１１））作作品品資資料料公公開開活活用用事事業業

　　　　	1)当館展示計画

														春期　春期特別展　樂歴代　用の美-作陶の広がり

　　　　　　　夏期　夏期展　いきものがたりー茶陶の中のどうぶつたち

　　　　　　　秋期　秋期特別展　玉水焼三代

　　　　　　　冬期　新春展　樂歴代　三春ー茶の湯歳時記

　　　　　　2021年度

　　　　　　　春期　春期特别展　樂歴代　激動を生きる！
　　　　　　　夏期　夏期展

　　　　　2)手にふれる美術館事業

　　　　　　　特別鑑賞茶会

　　　　　　　手にふれる樂茶碗鑑賞会

　　　　　　　親子でお茶一服　　　2020年5月5日（火・祝）予定

　　　　　　　　　　　　　　　　　2021年2月28日（日）予定

　　　　　　　親子ワークショップ　2020年8月9日（日）予定

　　　　　3)館外展示計画　他の美術館との協力事業

　　２２））保保存存・・修修復復事事業業

　　　　　1)館蔵作品の保管修理を行う。

　　　３３））作作品品資資料料収収集集事事業業

　　　　　1)作品購入を行い、収蔵作品・資料の充実をはかる。予定作品は現在は未定。

ⅡⅡ				樂樂焼焼、、そそのの他他日日本本陶陶芸芸、、茶茶道道工工芸芸美美術術のの調調査査研研究究・・資資料料図図書書刊刊行行・・閲閲覧覧事事業業

　　　　　1)インターネット上での樂焼の解説、歴史概説の掲載閲覧を充実させる。

　　　　	2)SNSを利用して、1)の利用拡大に努める。

ⅢⅢ　　学学校校・・社社会会教教育育へへのの協協力力をを行行うう、、文文化化・・教教育育振振興興・・普普及及事事業業

										1)夏期展にて親子ワークショップを開催する。

　　　　　2)児童対象の体験学習に協力、「親子でお茶一服」等を開催する。

　　　　　3)大学の教育事業に協力する。

　　　　　4)生涯学習事業に積極的に協力する。

　　　　　5)地域文化の向上に努める。

ⅣⅣ　　そそのの他他、、ここのの法法人人のの目目的的をを達達成成すするる為為にに必必要要なな事事業業

　　　　　1)広報活動を充実させる。

　　　　　2)地震、洪水など災害時に備えて収蔵庫の災害対策を強化する。

　　　　　3)データロガーを用いて、より詳細な湿度温度を記録、管理する。

事事業業計計画画要要旨旨
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ⅠⅠ--		11．．作作品品資資料料公公開開活活用用事事業業																		当当館館展展示示計計画画

樂樂美美術術館館事事業業計計画画

22002200 年年度度

春春期期特特別別展展　　樂樂歴歴代代　　用用のの美美展示事業	1

夏夏期期展展　　いいききももののががたたりり展示事業	2

秋秋期期特特別別展展　　玉玉水水焼焼三三代代展示事業	3

新新春春展展　　樂樂歴歴代代　　三三春春展示事業	4

22002200年年33月月1144日日（（土土））〜〜66月月2288日日（（日日））

22002200年年77月月44日日（（土土））〜〜99月月66日日（（日日））

古来から吉兆と考えられている瑞獣や縁起のいいとされる動物をかたどった作品や、模

様、銘の茶碗を中心に展示し、霊妙な動物たちのふしぎな世界を知っていただく展覧会。

22002200年年99月月1122日日（（土土））〜〜1122月月2200日日（（日日））

玉水焼の三代（一元・一空・任土斎）に焦点を当て、樂家からどの様に分かれて発展して

いったかを作品を通して考え、楽家とのつながりを紐解く展示をします。

22002211年年11月月55日日（（火火））〜〜33月月77日日（（日日））

初春、仲春、晩春における風俗や行事、動植物にちなんだ作品を通して、日本の風土や風

習に触れていいただける展示。

樂焼は千利休の意を受けて、初代長次郎によって創設されました。

樂焼の代表といえば赤茶碗と黒茶碗を思い浮かべますが、茶碗以外にも、樂歴代によって

茶の湯に用いられる様々な道具が生み出されました。水指、花入はもちろんのこと、懐石

道具などのうつわ類をはじめ、意外な道具や器物が造られています。それらは、樂焼のル

ーツである三彩技法を反映して、緑、黄、赤などの色釉を使い、彩り豊かに表現されてい

ます。今回は、『用の美	−作陶の広がり−』として、樂歴代が作り出した茶碗を中心に、

茶の湯の「用」にあわせた作陶の広がりをご覧いただく展覧会です。皆様がイメージされ

ている樂焼から、めずらしい思いもかけないものまでを展示します。

作作陶陶のの広広ががりり

ふふししぎぎななどどううぶぶつつたたちち

当当館館展展示示事事業業

春春期期特特别别展展　　樂樂歴歴代代　　激激動動をを生生ききるる！！ 22002211年年33月月1133日日（（土土））〜〜66月月2277日日（（日日））

幕末から、昭和までの激動を生き抜いた歴代の作品を中心に展示。歴史背景を元に歴代が

どの様に時代を切り抜けてきたのかを知っていただく展覧会。

手手ににふふれれるる美美術術館館事事業業

展示ケースごしの展観ではなく、作品、資料を実際に手に触れて鑑賞する「手にふれる美術館構想」

を促進してきた。今年度は以下の4事業を行う。

　　1.特別鑑賞茶会									　　　　	5月	6月	7月	9月	10月	12月	2月	3月に開催　　年8回

　　2.手にふれる樂茶碗鑑賞会　　　　毎月一回行う（8月を除く）

　　3.親子でお茶一服　　　　　　	　	2020年5月5日（火・祝)

																																				2021年2月28日（日）

　　4.親子ワークショップ　　								2020年8月9日（日）

展示事業	5
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夏夏期期展展 22002211年年77月月33日日（（土土））〜〜99月月55日日（（日日））展示事業	6



ⅠⅠ--		11．．作作品品資資料料公公開開活活用用事事業業														館館外外展展示示計計画画

樂樂美美術術館館事事業業計計画画

22002200 年年度度

１）	京都市美術館リニューアルオープンの展示に協力

　　　　開館記念展「京都の美術　250年の夢」

　　　　　2020年4月18日（土）〜6月14日（日）

２）	東京国立博物館の展示に協力

　　　　特別点「桃山ー天下人の100年」

　　　　　2020年月9月頃〜12月末日迄

３）　しもだて美術館の企画展に協力

　　　　「京都の陶芸・５家ー技を受け継ぐ、そして挑戦」

　　　　　2020年9月19日（土）〜11月23日（月・祝）

４）		公益財団法人	佐川美術館の展示、美術館活動に協力する。

				　	十五代吉左衞門・樂直入展　ー樂茶碗とフランスRAKU茶碗

　　　　　2020年4月4日（土）〜8月30日（日）

５）　今出川通	日本画・茶の湯美術館連絡会（堂本印象美術館、茶道資料館、北村美術館、橋本関雪記念館、

					　当館）と密接に協力活動を行う。

他他のの美美術術館館ととのの協協力力事事業業
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